
学校番号 T3006 

令和３年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 数学Ⅰ 改訂版（啓林館） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・数学は「つまずきに気付く→つまずきを克服する→新たなことへ挑戦する」の繰り返しです。確

実な理解のためには、授業以外での学習が必須となります。 

・課題提出を定期的に要求します。先にも述べたように授業時間外での学習が必要不可欠ですので

何がわからないかをはっきりさせ、課題に取り組むようにしましょう。 

・毎時間プリントを提出してもらい、わからないところや理解しきれていないところの把握をしま

す。 

 

２ 学習の到達目標 

数と式、図形と計量についての基礎的な知識や技能を習得します。 

また事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。さらに、それらを実

生活に活用する態度を身に付けることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数と式、図形と計量、

二次関数の考え方に関

心をもつとともに、数

学のよさを認識し、そ

れらを事象の考察に活

用しようとする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・

発展的に考えたりする

ことなどを通して、数

と式、図形と計量、二

次関数における数学的

な見方や考え方を身に

付けている。 

 

数と式、図形と計

量、二次関数及びデ

ータの分析におい

て、事象を数学的に

表現・処理する仕方

や推論の方法などの

技能を身に付けてい

る。 

 

数と式、図形と計

量、二次関数及びデ

ータの分析における

基本的な概念、原

理・法則などを体系

的に理解し、知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

小テスト 

課題 

出席、遅刻状況 

授業中の態度様子等 

小テスト 

課題 

定期テスト 

授業中の態度様子等 

小テスト 

課題 

定期テスト 

授業中の態度様子等 

小テスト 

課題 

定期テスト 

授業中の態度様子等 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

数
と
式 

整式とその加減 ◎ ○ ○ ○ a: 整式、実数、方程式に関心を

もつとともに、その有用性を認

識し、それらを問題の解決に活

用しようとする。 

b: 数の範囲を拡張することの

意味を理解するとともに、整式

の見方を豊かにし、方程式につ

いて考察することができる。 

c: 無理数の計算、整式の展開

や因数分解など整式の基礎的

な計算ができる。 

d: 整式、実数、方程式と不等式

について理解し、基本的な知識

を身に付けている。 

出席状況 

授業参加状況 

小テスト 

課題 

観察 

定期テスト 

整式の乗法 ○ ◎ ○ ○ 

因数分解 ◎ ○ ○ ○ 

実数 ◎ ○ ○ ○ 

絶対値 ○ ◎ ○ ◎ 

平方根 ◎ ○ ○ ○ 

２次方程式 ◎ ○ ◎ ○ 

後
期 

図
形
と
計
量 

鋭角の三角比 ◎ ○ ◎ ◎ a：線分の長さや角の大きさな

どを用いた計量に関心をもつ

とともに、それらの実生活にお

ける有用性を認識し、具体的な

事象の考察に活用しようとす

る。 

b: 三角比の考えを用いて、線

分の長さや角の大きさなどを

用いた図形の計量を行う過程

を考察することができる。 

c: 具体的な事象の数量の関係

について三角比などを用いて

表現し、図形の様々な計量を行

うことができる。 

d: 直角三角形における三角比

の意味、三角比を鈍角まで拡張

する意義を理解し、図形の計量

の基本的な知識を身に付けて

いる。 

三角比の相互関係 ◎ ○ ◎ ◎ 

鈍角の三角比 ◎ ◎ ○ ○ 

三角比の相互関係 ○ ○ ◎ ○ 

正弦定理 ◎ ○ ○ ○ 

余弦定理 ◎ ○ ○ ○ 

図
形
の
計
量 

図形の面積 ◎ ○ ○ ○ 

空間図形の計量 ○ ○ ○ ◎ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 数学的な見方や考え方 

c: :数学的な技能       d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 


